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オ
リ
オ
ン
大
星
雲

　

な
ゆ
た
望
遠
鏡
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
近
赤
外
線
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
オ
リ
オ
ン
大
星
雲

で
す
。
カ
ラ
ー
画
像
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
青
色
は
波
長

１
・
２
、
緑
が
１
・６
、
赤
が
２
・
２

ミ
ク
ロ
ン
の
波
長
の
近
赤
外
線
で

撮
影
し
た
画
像
で
す
。
赤
色
で
輝

い
て
い
る
星
雲
の
中
心
の
星
は
、

オ
リ
オ
ン
Ｋ
Ｌ
天
体
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
す
。（
時
政
。
丹
羽
、

松
田
研
究
員
撮
影
）

平成２年 11月 13日第 3種郵便物認可 　2011年 4月 15日発行 ( 毎月 15日発行 )　 ISSN 0917-6918

No.253 
2011 4

宇宙NOW No.253 2011 年 4月 15日発行・第 3種郵便物　発行人 黒田武彦　発行 兵庫県立西はりま天文台公園　定価 200円
〒 679-5313 兵庫県佐用郡佐用町西河内 407-2 TEL:0790-82-3886( 天文台 ) 0598( 管理棟 ) FAX:82-3514 Email:harima@nhao.jp

全般　 土星が見ごろ
  1 日　夜明けの空で火星と木星が接近
　　　　水 , 金 , 火 , 木星が見られる
  6 日　みずがめ座流星群が極大 (22 時 )
23 日　夜明けの空で火星と金星が接近

　

春
本
番
で
暖
か
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
暖
か
い
春
の
夜
は
、
か
す

み
や
黄
砂
の
影
響
で
、
空
が
明
る

く
な
っ
て
し
ま
い
、
暗
い
星
ま
で

見
え
る
日
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

南
の
空
の
か
ら
す
座
が
見
え
る
日

は
、
春
の
空
で
は
と
て
も
条
件
の

良
い
時
で
す
。

　

そ
ん
な
夜
空
で
も
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
の
は
、
南
の
空
に
あ
る
土

星
で
す
。
昨
年
ま
で
は
環
が
ほ
ぼ

真
横
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
は
土
星
本
体
を
囲
む
「
環
」

と
し
て
観
察
で
き
ま
す
。
小
型
望

遠
鏡
で
も
40
倍
以
上
に
す
れ
ば
そ

の
様
子
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
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Essay Parsec

　

１
９
６
０
年
、
ア
メ

リ
カ
国
立
電
波
天
文

台
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク

観
測
所
の
フ
ラ
ン
ク
・

ド
レ
イ
ク
博
士
が
世

界
で
初
め
て
Ｓ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
（
地
球
外
知
的
生

命
探
査
）
を
行
い
ま
し

ド
レ
イ
ク
の
幸
運

鳴
沢 

真
也 

領
域
）
に
つ
い
て
の
研
究
も
し
て
い

ま
し
た
。

　

シ
ュ
ト
ル
ー
ベ
は
オ
ズ
マ
計
画
を

強
く
支
持
し
、
全
面
的
に
協
力
し
た

の
で
す
。
計
画
に
つ
い
て
の
公
表
も

シ
ュ
ト
ル
ー
ベ
が
行
っ
た
の
で
、
オ

ズ
マ
計
画
と
ド
レ
イ
ク
の
名
前
は
、
天

文
学
の
歴
史
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ド
レ
イ
ク
の
上
司
が
シ
ュ
ト
ル

ー
ベ
で
な
け
れ
ば
、
は
た
し
て
オ
ズ

マ
計
画
は
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
で
も
独
自
の
計
画
が
あ

た
。「
オ
ズ
マ
計
画
」
で
す
。
Ｅ
Ｔ

か
ら
の
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
当
時
と
し
て
は
、

ま
さ
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
。
ま
だ

大
学
院
を
出
て
来
た
ば
か
り
の
若
者

の
、
こ
ん
な
突
拍
子
も
な
い
計
画
を
、

ド
レ
イ
ク
の
上
司
は
ど
う
し
て
許
し

た
の
か
、
私
は
時
々
不
思
議
に
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
の
天
文

台
長
は
、
国
際
天
文
学
連
合
の
会
長
も

歴
任
し
た
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ト
ル
ー
ベ

と
い
う
と
て
も
有
名
な
天
文
学
者
で

し
た
。
シ
ュ
ト
ル
ー
ベ
は
近
接
連
星
系

な
ど
の
天
体
物
理
学
が
専
門
だ
っ
た

の
で
す
が
、
実
は
宇
宙
生
物
に
つ
い
て

も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
言
う
ハ

ビ
タ
ブ
ル
・
ゾ
ー
ン
（
生
命
居
住
可
能

っ
た
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
世
界
初
の

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
は
ロ
シ
ア
人
が
行
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

部
下
が
、
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
考
え
た
時
、
妬
ん
で
計
画
を
阻
止
し

よ
う
と
し
な
か
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ

ト
ル
ー
ベ
。
部
下
の
成
果
は
、
素
直
に

喜
ん
で
、
心
か
ら
拍
手
を
贈
る
。
そ
ん

な
上
司
に
私
も
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
な
る
さ 

わ
し
ん
や
・
主
任
研
究
員
）

幼少時のオットー・シュトルーベとその父。
Wikimedia Commons より

フランク・ドレイク博士　筆者撮影
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世
界
合
同
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ「
ド
ロ
シ
ー
計
画
」（
後
編
）

　

オ
ズ
マ
計
画
50
周
年
記
念
・
世
界
合

同
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ（
地
球
外
知
的
生
命
探
査
）

観
測
「
ド
ロ
シ
ー
計
画
」
に
つ
い
て
前

号
に
引
き
続
き
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
０
１
０
年
11
月
に
行
わ
れ
た
第
一

次
観
測
開
始
直
後
、
故
森
本
雅
樹
顧
問

Let's enjoy Astronomy

か
ら
一
通
の
メ
ー
ル
が
筆
者
に
届
き
ま

し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
フ

ラ
ン
ク
・
ド
レ
イ
ク
博
士
宛
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
こ
れ
を
送
っ
と
い
て
ね
」

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
れ
を
ド
ロ
シ
ー
計

画
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
転
送
し
た

の
で
す
が
、
こ
れ
が
森
本
さ
ん
か
ら
の

最
後
の
メ
ー
ル
に
な
る
と
は
、
こ
の
時

予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
11
日

後
に
、
森
本
顧
問
は
、
帰
ら
な
い
人
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
世
界
中
の

ド
ロ
シ
ー
計
画
参
加
者
か
ら
弔
電
が
届

き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
11
月
の
観
測
で
選
ば
れ

た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
海
の
存
在
の
可
能

性
を
持
つ
惑
星
な
ど
で
し
た
。
遠
い
星

だ
と
、
そ
の
距
離
は
概お
お
むね

１
０
０
光
年

で
す
。
こ
れ
ら
の
星
に
文
明
が
あ
る
と

仮
定
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
電
波
を
地
球

で
検
出
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ

う
か
？ 

　

現
在
、
地
球
人
が
宇
宙
に
放
射
し
て

い
る
最
も
強
い
電
波
は
ア
レ
シ
ボ
天
文

台
か
ら
放
射
さ
れ
る
レ
ー
ダ
で
す
。
こ

れ
は
、
地
球
外
の
生
命
に
向
け
て
出
さ

鳴
沢 

真
也

SETI 研究所のジル・ターター博士（左）と
議論する東海大学の藤下光身氏（中央）と筆
者。ヒューストンでの宇宙生物研究会にて

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
太
陽
系
内

の
惑
星
の
地
形
や
小
惑
星
の
形
状
を
調

査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
レ
ー

ダ
は
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
い
う
高
い
出
力

な
の
で
す
。
も
し
、
１
０
０
光
年
先
の

星
に
地
球
人
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
生
命
が

い
て
、
こ
の
ア
レ
シ
ボ
級
の
電
波
を
出

し
て
い
た
ら
、
ド
ロ
シ
ー
計
画
に
参

加
し
て
い
る
山
口
大
学
の
32
メ
ー
ト
ル

電
波
望
遠
鏡
で
も
検
出
が
可
能
な
の
で

す
。我
々
の
観
測
は
絵
空
事
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
し
た
根
拠
が
あ
る
の
で
す
。

NASAの『ケプラー』探査機と観測領域（はくちょう座～こと
座の一部）。NASA提供

『ケプラー』探査機が発見した惑星候補。水色が地
球サイズ。NASA提供
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さ
て
、
２
月
上
旬
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
探
査
機
『
ケ
プ
ラ
ー
』
が
、　

約

１
２
０
０
個
も
の
惑
星
候
補
を
発
見
し

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
約
50
個
に
は
海
の
存
在

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
（
ケ
プ
ラ

ー
は
、
は
く
ち
ょ
う
座
〜
こ
と
座
の
あ

る
領
域
の
み
を
常
時
観
測
し
て
い
る
の

で
、
銀
河
系
全
体
で
は
海
を
持
つ
惑
星

の
数
は
ず
っ
と
多
い
こ
と
が
予
測
で
き

ま
す
）。

　

そ
こ
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ

ー
ク
レ
ー
校
は
、
ケ
プ
ラ
ー
が

発
見
し
た
海
の
可
能
性
を
持
つ

惑
星
に
対
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
観
測

を
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
使
う
望
遠
鏡
は
ア
メ
リ
カ

国
立
電
波
天
文
台
グ
リ
ー
ン
バ

ン
ク
観
測
所
の
１
０
０
m
電
波

望
遠
鏡
で
す
（
グ
リ
ー
ン
バ
ン

ク
観
測
所
は
、
あ
の
フ
ラ
ン
ク
・
ド
レ

イ
ク
博
士
が
世
界
初
の
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
観
測

「
オ
ズ
マ
計
画
」
を
実
行
し
た
場
所
で

す
）。
そ
こ
で
筆
者
は
ド
ロ
シ
ー
計
画

と
し
て
の
合
同
観
測
の
呼
び
か
け
を
し

ま
し
た
。急
な
提
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
ー
フ
ァ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
と
東
海
大
学
、

高
橋
無
線
局
が
観
測
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。ド
ロ
シ
ー
計
画
第
３
次
観
測
、

日
米
英
合
同
ケ
プ
ラ
ー
惑
星
観
測
で
す

（
３
月
上
旬
に
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
が
観

測
を
実
行
、
３
月
中
旬
現
在
、
グ
リ
ー

ン
バ
ン
ク
観
測
所
は
日
程
を
調
整
中
で

す
）。

　

さ
て
、
ド
ロ
シ
ー
計
画
に
は
、
こ
れ

ま
で
紹
介
し
た
観
測
所
の
他
に
も
、
イ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン

の
観
測
所
が
参
加
を
表
明
し
て
い
ま
す

（
写
真
参
照
）。
こ
の
う
ち
ス
ペ
イ
ン
の

カ
ル
ド
ナ
観
測
所
は
ア
メ
リ
カ
に
本
部

が
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
リ
ー
グ
と
い
う
ア
マ

チ
ュ
ア
の
団
体
に
属
し
て
い
る
個
人
のインド国立宇宙電波天文物理センターの GMRT。

45mパラボラアンテナが 30台ある

ドロシー計画の総合本部席、つまり筆者の机

ローファー・イギリスの電波望遠鏡

グリーンバンク国立電波天文台の 100m電波望遠鏡
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観
測
所
で
す
。
ま
だ
日
程
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
天
文

台
も
観
測
に
参
加
し
て
も
ら
う
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
は
デ
ー
タ
解
析
を
担
当
す
る

大
学
も
あ
り
ま
す
。
メ
キ
シ
コ
の
大
学

の
教
授
の
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ド
ロ

シ
ー
計
画
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

岡
山
県
赤
磐
市
の
竜
天
天
文
台
は
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
立
ち
上
げ
を
担
当
し

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
関
連
す
る
大
学

が
い
く
つ
か
あ
り
、
ド
ロ
シ
ー
計
画
に

参
加
し
て
い
る
機
関
は
、
５
大
陸
、
15

ヵ
国
、
27
施
設
と
な
り
ま
す
（
前
回
紹

介
し
た
ロ
ー
フ
ァ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス

西シドニー大学の 60cm
光学望遠鏡

スペインのカルドナ観測
所 2m電波望遠鏡

ドロシー計画のロゴマーク。南斗遊
星さん作成

ドロシー計画に参加している観測施設。この他にも関連施設があり、トータ
ルで５大陸 15ヵ国 27施設が参加。プロジェクトマネージャーは筆者

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
よ
る

多
国
籍
共
同
機
関
）。

　　

ド
ロ
シ
ー
計
画

は
、
オ
ズ
マ
計
画
50

周
年
を
記
念
し
て
行

っ
た
も
の
で
す
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
メ
ン
バ

ー
か
ら

「
せ
っ
か
く
世
界
中

に
仲
間
が
で
き
た

の
だ
か
ら
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
一

時
的
な
も
の
と
し
な

い
で
、
今
後
も
交
流

を
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
が
、
恒
常
的
な
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
管
理
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
が
始
ま

っ
て
50
年
。
ド
ロ
シ
ー
計
画
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
多

国
籍
合
同
観
測
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
筆
者
も
可
能
な
限
り
、
貢
献

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
研
究
所
の
セ
ス
・
シ
ョ
ス

タ
ッ
ク
博
士
は
、
20
〜
30
年
以
内
に
地

球
外
知
的
生
命
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
う
る
、
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
宇
宙
に
お
い
て
特

別
な
存
在
な
の
か
？ 

古
代
ギ
リ
シ
ャ

時
代
か
ら
続
く
人
類
の
根
本
的
な
疑
問

に
、
答
え
が
出
さ
れ
る
日
は
近
い
将
来

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
な
る
さ
わ 

し
ん
や
・
主
任
研
究
員
）
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今年も星のソムリエ  ( 星空案内人  ) が誕生
　はりま宇宙講座認定式

Report from NHAO

坂元　誠
　

３
月
６
日
、
姫
路
科
学
館
で
２
０
１
０
年
度
は
り

ま
宇
宙
講
座
認
定
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
新
た
に
47
名
の
準
案
内
人
、
25
名
の
案
内
人
を

認
定
、
44
名
が
式
に
出
席
し
て
認
定
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

星
空
準
案
内
人
の
資
格
は
、
全
国
15
箇
所

（
２
０
１
１
年
３
月
現
在
）
で
開
講
さ
れ
て
い
る
認

定
講
座
を
受
講
し
て
、初
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

R

　

西
は
り
ま
天
文
台
公
園
を
中
心
に
開
講
さ
れ
て
い

る
「
は
り
ま
宇
宙
講
座
」
で
は
、
半
年
に
及
ぶ
講
座

を
通
し
て
、
星
空
案
内
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習

得
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
す
で
に
こ
の
４
年
間

で
２
３
４
名
の
み
な
さ
ん
が
「
準
案
内
人
」
に
、
よ

り
高
い
技
量
を
認
定
さ
れ
た
「
案
内
人
」
も
56
名
誕

生
し
ま
し
た
。

　

星
空
案
内
人
は
全
国
で
１
０
０
０
名
を
超
え
て
い

ま
す
。
星
の
ソ
ム
リ
エ
は
あ
な
た
の
住
む
町
に
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
次
は
あ
な
た
自
身

が
星
の
ソ
ム
リ
エ
に
な
る
番
で
す
！

（
さ
か
も
と 

ま
こ
と
・
主
任
研
究
員
）

R

今年度認定を受けた案内人たち（於：星の子館）

認定式での記念講演会。講師は北尾浩一氏（中之島
科学研究所） 

黒田公園長（はりま宇宙講座実行委員長）より認定書
を受け取る受講者

今年度は中学生が３名、認定されました
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求ム！好素材 松田 健太郎

Report from NHAO

　

天
文
台
公
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
よ
く
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
方
は
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最

近
友
の
会
会
員
の
皆
様
向
け
の
情
報
を
増
や
し
て
き

て
い
ま
す
。
大
き
く
追
加
を
し
ま
し
た
の
は
、
観
測

デ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
例
会
の
報
告
で
す
。

　

観
測
デ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
８
月
以
外
の
偶
数

月
に
実
施
し
て
い
る
友
の
会
観
測
デ
ー
に
参
加
さ
れ

た
会
員
の
方
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
天
体
画
像

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
会
の
報
告
は
、
旧
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
あ
っ
た
も
の
の
再
掲
で
す
が
、
例

会
に
参
加
さ
れ
た
会
員
有
志
の
方
が
書
い
て
く
だ

さ
っ
た
、
例
会
の
模
様
を
伝
え
る
記
事
で
す
。

　

友
の
会
観
測
デ
ー
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る

の
か
。
例
会
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の

友の会観測デーで撮影したハートレイ第２彗星（撮影：本田寿一氏）

か
。
こ
れ
か
ら
参
加
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方

の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
観
測
デ
ー
等
で
撮
影
し
た
天
体

画
像
を
こ
ち
ら
で
公
開
し
て
も
良
い
と
い
う

http://www.nhao.jp/tomonokai/reikai.html

http://www.nhao.jp/tomonokai/tomoday.html

方
、
例
会
の
報
告
を
書
い
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
作

品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
友
の
会
の
ペ
ー

ジ
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

(

ま
つ
だ 

け
ん
た
ろ
う
・
特
別
研
究
員
）



Latest News

渡邉 瑛里中性子星内部の超流動現象

　液体が容器の壁を上って外にこぼれ出る、通常では考えられない不思議な現象があります。
この現象は「超流動現象」と呼ばれており、液体を構成しているたくさんの原子（あらゆる
物質を構成している粒）の間に発生している摩擦がなくなることによって起こります。その
不思議な現象である超流動現象が、中性子星の核の内部でおこっているという事がＮＡＳＡ
のＸ線天文衛星チャンドラの観測結果から明らかになりました。
　また、地球上の物質を超流動現象が起きる状態にするためには、物質を極めて低い温度（例
えばヘリウム４ならばマイナス２７０度程度）にしなければなりませんが、中性子星の核の
内部では超流動現象が上限温度５億度から 10 億度弱と、とても高い温度で起こっていると
いう事も明らかになりました。
　今回Ｘ線天文衛星チャンドラによって観測された中性子星は、地球から光の速さでも
１万１千年かかる場所にある超新星残骸「カシオペヤ座Ａ」にある中性子星です。中性子星は、
太陽よりも大きな質量を持つ星が死ぬときに起こす超新星爆発という大爆発の後にできる星
で、角砂糖１個分で富士山と同じくらいの質量を持っている驚くほど密度が高い星です。
　今回の発見により、今後中性子星にまつわる様々な謎（例えば、中性子星が放射している
電磁波の乱れや、磁場の形成など）が解き明かされる事が期待されています。
（わたなべ えり・嘱託研究員）

X線天文衛星チャンドラによって撮像されたX線イメージ（カラー）とハッブル望遠鏡によって撮影された
可視光イメージ（金色）を重ねた「カシオペヤＡ」の写真。中性子星が超新星残骸の中心に白い点として見
えている。右下の図は中性子星のイメージ図。（ＮＡＳＡ提供）



Staff Diary

 ３月
スタッフ

鳴沢 真也
主任研究員 活動日記

１
日
（
火
）　

渡
邉
研
究
員
、
着
任
。

２
日（
水
）　

松
田
、前
野
研
究
員
、フ
ァ

ミ
リ
ー
お
よ
び
サ
テ
ラ
イ
ト
ド
ー
ム

の
清
掃

３
日
（
木
）　

筆
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
勤
め
て
い
る
世
界

合
同
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
「
ド
ロ
シ
ー
計
画
」

第
３
次
観
測
（
日
米
英
合
同
ケ
プ

ラ
ー
惑
星
観
測
）
開
始
（
３
ペ
ー
ジ

参
照
）。
坂
元
研
究
員
は
、
兵
庫
県

立
大
学
高
度
産
業
科
学
技
術
研
究
所

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
。

４
日
（
金
）　

山
形
大
学
の
柴
田
晋
平

氏
来
台
。
愛
弟
子
（
渡
邉
研
究
員
）

の
勤
務
の
様
子
を
見
に
来
ら
れ
た
の

か
な
？

５
日
（
土
）　

漫
画
家
の
も
ぐ
ら
さ
ん

他
来
台
。
ネ
ッ
ト
で
公
開
中
の
漫
画

「
佐
用
町
と
さ
よ
姫
」
の
取
材
。

６
日
（
日
）　

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー

ク
焼
津
の
平
濱
美
紀
子
学
芸
員
が
来

園
。
筆
者
が
公
園
内
を
く
ま
な
く
案

内
。

９
日
（
水
）　

前
野
研
究
員
、
入
籍
。

南
館
外
壁
補
修
工
事
。

11
日
（
金
）　

筆
者
は
休
日
。
午
後
２

時
46
分
頃
、
偶
然
テ
レ
ビ
を
つ
け
た

そ
の
瞬
間
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
（
M
９
・０
）
発
生
。
そ
の
後
、
大

津
波
。
世
に
も
恐
ろ
し
い
光
景
。
こ

の
災
害
に
よ
る
死
者
は
１
万
９
７
７

え
子
や
元
同
僚
の
安
否
が
心
配
。
ま

た
津
波
に
よ
っ
て
事
故
を
起
こ
し
、

放
射
線
が
漏
れ
て
い
る
福
島
原
発

に
つ
い
て
海
外
で
も
連
日
報
道
さ
れ

る
。「
福
島
」
の
名
前
が
こ
ん
な
形

で
有
名
に
な
る
こ
と
は
、
福
島
大
学

出
身
の
筆
者
に
と
っ
て
も
大
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
る
。

12
日
（
土
）　

友
の
会
例
会
。
水
戸
市

出
身
の
圓
谷
研
究
員
、
地
震
に
よ
る

後
片
付
け
の
た
め
に
実
家
へ
向
か

う
。
首
都
圏
の
鉄
道
は
ス
ト
ッ
プ
、

東
京
で
足
止
め
。
海
外
の
ド
ロ
シ
ー

計
画
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
お
見
舞
い

の
メ
ー
ル
が
来
る
。

13
日
（
日
）　

圓
谷
研
究
員
。
路
線
バ

ス
な
ど
乗
り
継
い
で
、
や
っ
と
実
家

に
た
ど
り
着
く
。
水
戸
市
も
所
々
道

が
陥
没
、
そ
し
て
停
電
と
の
こ
と
。

15
日
（
火
）　

三
菱
電
機
、
観
測
室
等

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
19
日
ま
で
。

18
日
（
金
）　

坂
元
研
究
員
の
御
祖
母

様
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

19
日
（
土
）　

副
知
事
と
労
政
福
祉
課

長
が
来
園
。
神
戸
新
聞
の
企
画
で
県

立
大
学
附
属
中
学
の
生
徒
４
名
が
筆

者
に
質
問
の
た
め
来
台
。
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

に
つ
い
て
。
は
り
ま
宇
宙
講
座
交
流

会
に
40
名
。
圓
谷
研
究
員
、
佐
用
に

戻
る
。

20
日
（
日
）　

丹
羽
研
究
員
担
当
の
天

文
講
演
会
に
27
名
参
加
。

21
日
（
月
）　

丹
羽
研
究
員
、
今
度
は

コ
ロ
キ
ウ
ム
発
表
。
近
赤
外
線
カ
メ

ラ
に
つ
い
て
。
講
義
と
実
演
。

22
日
（
火
）　

黒
田
、
石
田
、
前
野
、

労
政
福
祉
課
と
の
協
議
。

23
日
（
水
）　

防
災
訓
練
。
北
館
バ
ル

コ
ニ
ー
の
シ
ュ
ー
タ
ー
の
降
下
手
順

を
確
認
。

25
日
（
金
）　

観
望
会
時
は
快
晴
。
と

こ
ろ
が
そ
の
後
雪
に
。
23
時
頃
に
は

積
雪
５
セ
ン
チ
。

26
日
（
土
）　

４
月
か
ら
採
用
予
定
の

神
戸
大
学
の
高
橋 

隼
氏
、
ご
夫
人
と

挨
拶
の
た
め
来
台
。

31
日
（
木
）　

丹
羽
研
究
員
退
職
。

名
、
行
方
不
明
者
１
万
２
千
９
９
５

名
（
31
日
現
在
）。
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し

ま
す
。
筆
者
が
16
年
前
に
高
校
教
員

を
し
て
い
た
石
巻
市
だ
け
で
行
方
不

明
者
が
１
万
人
を
越
え
て
い
る
。
教
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３月のおおなで☆便り　園長　黒田 武彦

Trend of  NHAO

環の美しい土星を見にComeOn
　土星が東の空で観望できるようになりました。今年
は７月末まで楽しめます。見ごろは５月です。環が傾
いて美しくなった土星を是非ご覧にお越し下さい。

丹羽隆裕
　4月より、八戸高専の
助教（物理学）に就任す
ることになりました。西
はりまでの２年間、と
ても楽しく仕事ができま

した。感謝感謝です。今度は東北で、未来
を担う学生相手に面白おかしく物理を教え
たいと思います。関西での思い出を胸に東
北でがんばります。さよなら？そんな言葉
は似合いません。大きな声で「行ってきま
す！」。

高橋 隼
じゅん

　こんにちは。5年前の社
会人時代、大学院に入り直
して天文学を勉強しようと
いう決心をさせてくれたの
がほかでもない西はりま天
文台公園でした。その場所
で働けることになって、と

てもわくわくしています（そしてすこし緊張
しています）。大学院の頃から、こちらの 60
センチ望遠鏡を使って地球照の観測をしてい
ます。また、福祉系の市民団体で働いていた
という経験をいかして何かしたいなと思案中
です。どうぞよろしくお願いします。

■
１
日
（
火
）
朝
礼
、
第
41
回
佐
用
町
議
会
開
会
。

■
２
日
（
水
）
九
条
の
会
高
砂
か
ら
講
演
依
頼
に
。
夕
刻
、大
学
本
部
で
開
催
の
「
公

立
大
学
法
人
化
と
大
学
改
革
講
演
会
」
に
出
席
。

■
３
日
（
木
）
Ｆ
Ｍ
ゲ
ン
キ
の
田
口
さ
ん
、１
時
間
番
組
「
手
柄
山
ピ
ー
ス
フ
ル
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
収
録
の
Ｃ
Ｄ
持
参
。

■
４
日
（
金
）
午
後
、
姫
路
星
の
子
館
運
営
会
議
に
。

■
６
日
（
日
）
は
り
ま
宇
宙
講
座
認
定
式
（
姫
路
科
学
館
に
て
）

■
７
日
（
月
）
佐
用
町
議
会
予
算
特
別
委
員
会
。

■
８
日
（
火
）
宇
宙
天
文
検
定
協
会
が
で
き
監
修
者
の
一
人
と
し
て
委
員
会
に
出
席

の
た
め
、
佐
用
町
議
会
予
算
特
別
委
員
会
は
安
本
参
事
代
理
出
席
。

■
10
日
（
木
）
佐
用
町
議
会
本
会
議
、
22
年
度
補
正
予
算
議
決
。

■
11
日
（
金
）
午
後
な
ゆ
た
望
遠
鏡
統
合
制
御
シ
ス
テ
ム
修
繕
計
画
会
議
。
夜
、
京

都
で
ペ
ル
ー
望
遠
鏡
設
置
関
係
の
打
合
せ
だ
っ
た
が
、
東
北
の
大
地
震
の
影
響
で

新
幹
線
動
か
ず
断
念
。

■
12
日
（
土
）
友
の
会
例
会
、
久
々
に
ク
イ
ズ
大
会
担
当
。
大
地
震
、
大
津
波
の
被

害
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、
心
は
東
北
に
飛
ぶ
。

■
14
日
（
月
）
午
後
、
佐
用
町
公
金
管
理
委
員
会
に
出
席
。

■
15
日
（
火
）
佐
用
町
議
会
一
般
質
問
、
天
文
台
公
園
の
活
性
化
、
地
域
と
の
連
携

に
つ
い
て
質
問
さ
る
。

■
16
日
（
水
）
議
会
一
般
質
問
２
日
目
、
天
文
台
活
性
化
の
質
問
あ
り
。

■
18
日（
金
）県
立
大
附
属
中
学
校
卒
業
式
。
県
立
大
自
然
研
教
授
会
、 

　

宇
宙
天
文
系
教
員
選
考
委
員
会
の
設
置
承
認
さ
れ
る
。

■
19
日
（
土
）
２
ｍ
設
置
で
お
世
話
に
な
っ
た
金
澤
副
知
事
来
訪
。

■
22
日
（
火
）
天
文
台
公
園
将
来
計
画
会
議
。

■
24
日
（
木
）
神
戸
国
際
会
館
で
県
立
大
学
学
位
授
与
式
。

■
25
日
（
金
）
佐
用
町
議
会
最
終
日
、
23
年
度
予
算
可
決
。

■
30
日（
水
）県
立
大
自
然
研
宇
宙
天
文
系
第
１
回
教
員
選
考
委
員
会
。
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天文台インフォーメーション

例会参加申込表
会員No. 氏名 
宿泊棟　家族用ロッジ・グループ用ロッジ
　　　　　 大人     こども       合計
参加人数　 （　）　　（　）　　　（　）
宿泊人数　 （　）　　（　）　　　（　）
シーツ数　 （　）　　（　）　　　（　）
朝食数　　 （　）　　（　）　　　（　）
部屋割   男 （　）女（　）家族（　）
グループ別観望会の希望コース（　）

　　編集後記　　
いつもより遅い春がやってきました。天文台
公園は数人の異動がありました。心機一転で、
やって来て楽しい公園、佐用町にしたいもの
です。（時政典孝）

　＃第 126回 友の会例会
日時：5月 14日（土）18：30（受付）～翌朝
費用：宿泊 大人 500 円、子供 300 円
　　　※シーツ代金が含まれています。
　　　朝食 500 円  ( 希望者 )
申込方法：申込表 ( 下表 ) を参考に
電話：0790-82-3886、FAX：0790-82-2258
e-mail：Subject に「May」と記入し、
　　　　アドレス「reikai@nhao.jp」へ
申込締切：家族棟（別途料金要）4月 16 日（土）
　　　グループ棟泊、日帰り 5月 7日（土）
◎テーマ別観望会 : 
Ａ：なゆた望遠鏡で土星を撮ろう
Ｂ：60センチ望遠鏡で月のクレーターを見よう
Ｃ：サテライトドームで月を撮ろう

Information

＃は友の会会員のみなさんだけへのお知らせです。

 天文講演会
日時：5月 1日（日）14:00 ～　
場所 : 天文台南館スタディルーム
対象 : 一般（参加費無料、予約不要）
演題：極低温の星の誕生の舞台にひそむ
　　　　　　　　　　　　　　“熱い” 現象
講師 : 梅本 智文（国立天文台助教）
概要：電波望遠鏡を使って星や惑星の誕生の
　　　ようすを探っています。これまでの観
　　　測から生まれたばかりの星では、活発
　　　な爆発現象 ( 巨大フレア ) が起こって
　　　いることがわかってきました。
　　　　こうした巨大爆発現象は生命の起源
　　　にも影響を与えたかもしれません。
＊なお、後半には「天文台マダム日記」で有
名な真由美夫人によるピアノ演奏と歌、パネ
ルディスカッションなどを企画しています。

 春の大観望会
日時：5月 1日（日）18:00 ～ 21:00　
場所 : 天文台南館
対象 : 一般（参加費無料、17時半より受付）
内容：土星を中心になゆた望遠鏡による天体

観望会、星の見どころ紹介など。

　  昼間の星と太陽の観察会
日時：日曜日、祝日
　　　11:00、13:30、15:30（各１時間）
場所：天文台北館
参加無料、申し込み不要
内容：お昼にも望遠鏡を使えば、十分に天体

を観察することができます。60センチ
望遠鏡を使って昼間に見える 1等星を
ご案内いたします。また、太陽観察専
用の望遠鏡を使って太陽観察を行いま
す。

　  施設ガイドツアー
日時：日曜日、祝日
　　　10:00 ～ 11:00、14:30 ～ 15:30
場所：天文台北館より園内
参加無料、申し込み不要
内容：天文台研究員が公園内の隠れた見どこ

ろを散策しながらご案内します。

 M51 にチャレンジ
日時：5月 22 日、29日（日）19:30 ～
場所 : 天文台南館
対象 : 一般（参加費無料、19時より受付）
内容：渦巻き銀河M51 の渦が見えるかチャ

レンジします。薄曇りでは見ることが
できない銀河の渦模様を見てみたいも
のです。



パーセク：ドレイクの幸運       鳴沢 真也
おもしろ天文学：世界初同時SETI「ドロシー計画」（後編）  鳴沢 真也
from西はりま：今年も星のソムリエ（星空案内人 ）が誕生  坂元 誠
                       求ム ! 好素材      松田 健太郎
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全般　 土星が見ごろ
  1 日　夜明けの空で火星と木星が接近
　　　　水 , 金 , 火 , 木星が見られる
  6 日　みずがめ座流星群が極大 (22 時 )
23 日　夜明けの空で火星と金星が接近
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